
 

介護保険事業計画と高齢者福祉計画の管理方法の見直しについて 

 

１ 現状と課題 

（１）現状 

○現在、高齢者福祉計画は２０１２年度～２０２１年度までの１０ヵ年、第７期介護保険事業計

画は２０１８年度～２０２０年度までの３ヵ年を計画期間としています。 

○２０１１年度までは、現在の高齢者福祉計画と介護保険事業計画を合わせて「高齢社会総合計

画」（計画期間３年）として策定、進捗管理を行っていました。 

○現高齢者福祉計画策定時（２０１１年度）、下記の理由から２０１２年度～２０２１年度まで

の１０ヵ年を計画期間として、介護保険事業計画と分離して策定しました。 

 ・町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」（２０１２年度～２０２１年度）と同時策定の

この機会に、基本計画と計画期間を合わせ、整合性を図り進捗管理を行う。 

 ・高齢者施策は中長期的な視点で取り組まなければならない課題が多く、１０ヵ年の見通しや

方針を示すことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

○高齢者福祉計画の根拠法である老人福祉法には、「老人福祉事業の量の目標」を定める計画（実

行計画）としての位置付けがありますが、１０ヵ年の長期計画では具体的指標・数値目標の設

定、管理が難しい場合があります。 

○高齢者福祉計画と介護保険事業計画は共通の基本理念のもと策定しており、両計画とも地域

包括ケアシステムの深化・推進を目的としていますが、施策体系は別となっています。 

○第 7期から「地域共生社会の実現」について基本指針に明記され、今後、より一層、会計の別

に関わらず、高齢者に係る施策・取組全般を目的に合わせて整理し体系付けることが重要とな

ると考えられます。 

○第 7 期より地域福祉計画が上位計画として明記されることとなり、第８期は次期地域福祉計

画と同時策定を予定しています。この機会に「地域共生社会の実現」を目指す上位計画と、高

齢者関連計画の位置付けを整理しておく必要があります。 

○高齢者福祉計画と介護保険事業計画の計画期間のサイクルが合わないため、調査、策定のスケ

ジュールが非効率的となる場合があります。 

資料 ６ 

２０１１年度以前 ２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

町田市
高齢社会
総合計画
（3年）

町田市高齢者福祉計画

第５期町田市

介護保険事業計画

第６期町田市

介護保険事業計画

第７期町田市

介護保険事業計画

第８期町田市

介護保険事業計画

整合を図る

２０２５年（平成３７年）までの見通し

第
９
期

町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」（１０年）

町田市新５ヵ年計画（５年） 町田市５ヵ年計画１７－２１（５年）

一部修正

調査 調査

調査

策定 策定

策定

町田市高齢者福祉計画

第２次町田市地域福祉計画（５年） 第３次町田市地域福祉計画（５年）



 

２ 今後の方向性 

○第８期介護保険事業計画策定に向けた調査を予定している２０１９年度に向けて、２０１８

年度までに高齢者福祉計画と介護保険事業計画の計画期間、施策体系等の見直しを行います。 

○次回の審議会（２０１９年１～２月開催予定）に向けて、事務局で見直し案を作成し、事前に

委員の皆様へ送付させていただきます。 

○次回の審議会にて委員の皆様よりご意見をいただき、両計画のあり方の見直しについて方針

を決定いたします。 
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